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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 20,524 ― 136 ― 291 ― 214 ―

20年3月期第3四半期 21,686 1.6 536 △22.8 581 △20.8 305 △30.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 15.82 ―

20年3月期第3四半期 22.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 28,445 21,347 75.0 1,609.09
20年3月期 30,896 21,880 70.8 1,604.82

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  21,347百万円 20年3月期  21,880百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 21.00 21.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 21.00 21.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 △12.5 600 △63.3 300 △83.5 100 △75.3 7.36

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想につきましては、平成20年11月７日に発表いたしました内容から変更しております。詳細につきましては、本日平成21年２月９日発表の「業績予想の
修正に関するお知らせ」をご覧下さい。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様
式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財
務諸表規則に基づいて作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  14,300,000株 20年3月期  14,300,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  1,032,977株 20年3月期  665,468株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  13,592,778株 20年3月期第3四半期  13,635,055株
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定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日）におけるわが国経済は、米国の金融危機

に端を発した世界的な景気後退が国内経済にも波及すると共に、急激な円高と株価下落が企業の収益を圧迫し、雇

用環境も悪化の一途を辿るなど厳しい状況に陥っております。 

当業界におきましては、地上デジタル放送移行に向けた製品・改修工事需要等明るい材料はあるものの、景気後

退による製品の買い控えや地上デジタル放送対策の予算措置を見極めようとする動き、世界的な自動車販売の落ち

込み、マンションビル建設工事全般の低迷、販売価格の下落など、厳しい環境にありました。 

このような状況のなか、当社グループは、独自技術による良質な製品・サービスを提供する事を基本方針とし

て、地上デジタル放送関連業務に注力すると共に、新製品の開発、コストダウンへの継続的取組み、生産性の改

善、販売拠点の見直し、業務の効率化による経費の適正な運営などに努めてまいりました。 

以上のような経営努力を行ってまいりました結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,524百万円（前年同

期比5.4％減）となり、営業利益については136百万円（同74.5％減）、経常利益は291百万円（同49.8％減）、四半

期純利益については214百万円（同29.6％減）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 製品製造事業 

当事業部門におきましては、テレビ受信用アンテナは、地上デジタル放送用に開発した薄型アンテナの販売が好

調に推移したこと等により前年同期比増収となりました。車載用アンテナにつきましては、自動車販売の不振や自

動車メーカーの大幅な減産の影響等により、前年同期比大幅な減収となりました。通信用アンテナにつきまして

は、携帯電話販売方式の変更や販売先の携帯事業からの撤退の影響等により前年同期比減収となりました。 

また、映像通信用電子機器につきましては、ＣＡＴＶ関連機器の販売が伸び悩み前年同期比減収となりました。

これらの結果、売上高は16,501百万円（前年同期比6.6％減）となり、営業利益については855百万円（同23.8％

減）となりました。 

② 工事事業 

 当事業部門におきましては、新築ビル内工事、携帯電話用基地局工事が減少したものの、地上デジタル放送改修

工事の増加および再開発関連工事の好調等により売上高は4,023百万円（同0.2％増）となり、営業利益は146百万円

（同9.7％減）となりました。 

  

 所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 日本 

地上デジタル放送用薄型アンテナ、北米向け携帯電話用内蔵アンテナ、地上デジタル放送改修工事の好調などが

あったものの、車載用アンテナの売上減やＣＡＴＶ関連機器販売の伸び悩みなどの影響により、売上高は17,407百

万円（前年同期比0.3％減）となり、また営業利益につきましては1,295百万円（同15.0％増）となりました。 

② 欧州 

車載用アンテナの売上が欧州販売環境の悪化や円高の影響等により、売上高は953百万円（同44.3%減）となり、

営業利益につきましては内部売上の連結消去に伴う為替換算差額等により226百万円の損失（前年同期は45百万円の

利益）となりました。 

③ 北米 

車載用アンテナの売上が北米販売環境の悪化や円高の影響等により、売上高は1,383百万円（前年同期比32.3％

減）となり、営業利益につきましては内部売上の連結消去に伴う為替換算差額等により183百万円の損失（前年同期

は31百万円の損失）となりました。 

④ アジア 

車載用アンテナ、携帯電話用アンテナの販売増により、売上高は779百万円（前年同期比66.4％増）となり、営

業利益につきましては内部売上の連結消去に伴う為替換算差額等により67百万円（同46.3％減）となりました。 
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 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末比2,450百万円

減の28,445百万円となりました。  

 負債は、支払手形及び買掛金、工事未払金の減少等により、前連結会計年度末比1,917百万円減の7,097百万円とな

りました。 

 純資産は、自己株式の取得、為替換算調整勘定の減少等により、前連結会計年度末比533百万円減の21,347百万円

となりました。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末70.8％から75.0％となりました。  

  

 平成21年３月期通期業績予想につきましては、本日平成21年２月９日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」

をご覧ください。  

  

 該当事項はありません。  

    

（棚卸資産の評価方法）  

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  なお、四半期連結連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する

内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期

連結財務諸表規則に基づいて作成しております。  

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

  「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益は、それぞれ10,276千円減少しております。 

③ 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

  「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年

５月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 

  これにより、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。 

④ 減価償却方法の変更  

  第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数については法人税法の改正に伴い、耐用年数を５～11年か

ら７～８年に変更しております。 

  この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

は、それぞれ17,508千円減少しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,394,060 7,284,362

受取手形及び売掛金 6,448,851 9,290,950

有価証券 200,000 －

商品及び製品 3,084,780 3,128,766

仕掛品 644,596 667,000

原材料及び貯蔵品 1,021,141 1,106,571

未成工事支出金 1,025,803 740,596

繰延税金資産 239,795 243,947

その他 1,093,786 915,182

貸倒引当金 △24,524 △25,055

流動資産合計 21,128,293 23,352,322

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,686,532 5,557,219

減価償却累計額 △3,345,196 △3,299,785

建物及び構築物（純額） 2,341,335 2,257,433

機械装置及び運搬具 3,104,092 3,137,412

減価償却累計額 △2,031,903 △1,981,028

機械装置及び運搬具（純額） 1,072,188 1,156,383

土地 1,036,857 1,210,336

建設仮勘定 24,150 24,738

その他 4,810,908 4,924,303

減価償却累計額 △4,044,864 △4,065,673

その他（純額） 766,044 858,629

有形固定資産合計 5,240,576 5,507,521

無形固定資産   

ソフトウエア 71,417 81,047

ソフトウエア仮勘定 94,017 66,192

その他 23,829 23,837

無形固定資産合計 189,263 171,077

投資その他の資産   

長期預金 500,000 500,000

投資有価証券 577,160 737,547

繰延税金資産 468,381 249,340

その他 442,124 397,623

貸倒引当金 △100,328 △19,321

投資その他の資産合計 1,887,337 1,865,189

固定資産合計 7,317,177 7,543,788

資産合計 28,445,470 30,896,110
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,408,769 5,176,134

工事未払金 309,747 779,223

未払費用 257,973 274,023

未払法人税等 － 168,639

賞与引当金 249,226 501,059

完成工事補償引当金 14,307 20,000

その他 814,072 1,078,284

流動負債合計 6,054,098 7,997,365

固定負債   

退職給付引当金 764,067 743,602

役員退職慰労引当金 279,380 274,190

その他 30 30

固定負債合計 1,043,477 1,017,822

負債合計 7,097,575 9,015,188

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,673,616 4,673,616

資本剰余金 6,318,554 6,318,554

利益剰余金 11,134,047 11,205,378

自己株式 △785,295 △571,834

株主資本合計 21,340,922 21,625,713

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 155,654 259,444

為替換算調整勘定 △148,681 △4,235

評価・換算差額等合計 6,972 255,209

純資産合計 21,347,895 21,880,922

負債純資産合計 28,445,470 30,896,110
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高  

製品売上高 16,501,410

完成工事高 4,023,090

売上高 20,524,500

売上原価  

製品売上原価 12,564,726

完成工事原価 3,106,942

売上原価 15,671,669

売上総利益 4,852,830

販売費及び一般管理費 4,716,008

営業利益 136,821

営業外収益  

受取利息 44,108

受取配当金 6,669

為替差益 104,494

その他 80,798

営業外収益合計 236,069

営業外費用  

売上割引 72,778

その他 8,270

営業外費用合計 81,048

経常利益 291,843

特別利益  

固定資産売却益 108,801

その他 850

特別利益合計 109,651

特別損失  

固定資産処分損 93,148

固定資産圧縮損 82,936

投資有価証券評価損 4,031

事業再編損 118,359

その他 186

特別損失合計 298,662

税金等調整前四半期純利益 102,831

法人税、住民税及び事業税 31,519

法人税等調整額 △143,682

法人税等合計 △112,163

四半期純利益 214,994
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 102,831

減価償却費 639,091

投資有価証券評価損益（△は益） 4,031

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,464

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,190

賞与引当金の増減額（△は減少） △251,833

貸倒引当金の増減額（△は減少） 82,848

受取利息及び受取配当金 △50,777

為替差損益（△は益） 2,255

固定資産処分損益（△は益） △15,652

固定資産圧縮損 82,936

事業再編損失 118,359

売上債権の増減額（△は増加） 2,584,231

たな卸資産の増減額（△は増加） △250,030

仕入債務の増減額（△は減少） △974,832

その他 △217,968

小計 1,881,145

利息及び配当金の受取額 47,362

法人税等の支払額 △349,797

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,578,710

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △200,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △831,203

有形及び無形固定資産の売却による収入 128,699

投資有価証券の取得による支出 △18,670

貸付けによる支出 △1,519

貸付金の回収による収入 22,912

その他 △3,385

投資活動によるキャッシュ・フロー △903,167

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △213,460

配当金の支払額 △286,445

財務活動によるキャッシュ・フロー △499,905

現金及び現金同等物に係る換算差額 △63,620

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 112,016

現金及び現金同等物の期首残高 7,250,290

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,362,306
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（注）１．事業区分の方法 

当社の事業区分の方法は、アンテナ及び映像通信用電子機器の製品製造事業と、電気通信工事の設計・施工

等の工事事業に区分しております。 

２．各事業区分に属する主要な品目 

３．会計処理の方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７

月５日 企業会計基準第９号）を適用しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、製品製

造事業が10,276千円減少しております。  

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い） 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。これによるセグメント情報に与える

影響は軽微であります。 

４．追加情報 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を５～11

年としておりましたが、法人税法の改正を契機として見直しを行い、７～８年に変更しております。  

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、製品製

造事業が17,508千円減少しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

製品製造事業
（千円） 

工事事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高                              

(1) 外部顧客に対する売上高  16,501,410  4,023,090  20,524,500  －  20,524,500

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  16,501,410  4,023,090  20,524,500  －  20,524,500

営業利益  855,976  146,453  1,002,429  (865,607)  136,821

事業区分 売上区分 主要品目

製品製造 

アンテナ 
衛星用アンテナ・携帯電話用アンテナ・車載用アンテナ及び機器・通信用ア

ンテナ及び機器・テレビ受信用アンテナ 

映像通信用 

電子機器 

衛星放送受信用機器・ＣＡＴＶ用伝送機器・増幅器及び分配器等テレビ受信

用各種機器 

工事 電気通信工事 
ＣＡＴＶ工事・ＣＡＴＶインターネット工事・衛星受信工事・電波障害対策

工事 
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 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 欧州……………ドイツ、イギリス 

(2) 北米……………アメリカ 

(3) アジア…………フィリピン、中国 

３．会計処理の方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

   第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７

月５日 企業会計基準第９号）を適用しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益はそれぞ

れ、日本が8,663千円、北米が910千円、アジアが703千円減少しております。 

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い） 

 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。これによるセグメント情報に与える

影響は軽微であります。 

４．追加情報 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を５～11

年としておりましたが、法人税法の改正を契機として見直しを行い、７～８年に変更しております。  

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、日本が

17,508千円減少しております。 

〔所在地別セグメント情報〕 

  

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

日本 
（千円） 

欧州
（千円） 

北米
（千円） 

アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する

売上高 
 17,407,595  953,981  1,383,119  779,803  20,524,500  －  20,524,500

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 2,516,370  －  3,482  3,996,159  6,516,012 (6,516,012)  －

計  19,923,966  953,981  1,386,602  4,775,963  27,040,512 (6,516,012)  20,524,500

営業利益又は営業損

失（△） 
 1,295,538  △226,349  △183,278  67,286  953,196 (816,374)  136,821
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 （注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な地域の内訳は次のとおりであります。 

(1) 欧州……………………ドイツ、イギリス 

(2) 北米……………………アメリカ 

(3) アジア…………………韓国、中国、フィリピン 

(4) その他の地域…………オーストラリア、ニュージーランド 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

〔海外売上高〕 

  欧州 北米 アジア 
その他の
地域 

計

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

至 平成20年12月31日） 

Ⅰ 海外売上高（千円）  953,981  1,383,119  886,452  87,524  3,311,077

Ⅱ 連結売上高（千円）                          20,524,500

Ⅲ 連結売上高に占め

る海外売上高の割

合（％） 

 4.7  6.7  4.3  0.4  16.1

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

  

科目 

前年同四半期
（平成20年３月期 
第３四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 売上高  21,686,437

Ⅱ 売上原価  16,373,106

売上総利益  5,313,330

Ⅲ 販売費及び一般管理費  4,777,258

営業利益  536,071

Ⅳ 営業外収益      

１ 受取利息及び配当金  57,621

２ 為替差益   11,885

３ その他  48,229

     計   117,736

Ⅴ 営業外費用      

１ 売上割引   68,547

２ その他   3,903

     計   72,450

経常利益  581,357

Ⅵ 特別利益      

１ 固定資産売却益   1,606

２ 貸倒引当金戻入益   17,056

     計   18,663

Ⅶ 特別損失      

１ 固定資産処分損   35,033

２ 投資有価証券評価損  8,368

３ 前期損益修正損   19,538

     計   62,940

税金等調整前四半期純利益  537,079

法人税、住民税及び事業税  60,820

法人税等調整額  171,006

四半期純利益  305,251
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

  

  
前年同四半期

（平成20年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税金等調整前四半期純利益   537,079

減価償却費   630,107

投資有価証券評価損   8,368

退職給付引当金の増減額  6,854

役員退職慰労引当金の増減額  27,830

賞与引当金の増減額 △274,802

貸倒引当金の増減額 △16,736

受取利息及び受取配当金 △57,621

為替差損益  255

固定資産売却益 △1,606

固定資産処分損  35,033

売上債権の増減額   2,938,362

たな卸資産の増減額 △174,211

仕入債務の増減額  △851,456

その他  △376,914

小計  2,430,541

利息及び配当金の受取額  54,568

法人税等の支払額  △660,823

営業活動によるキャッシュ・フロー  1,824,286

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

定期預金の預入による支出  △38,407

投資有価証券の取得による支出 △1,107

有形・無形固定資産の取得による支出 △814,603

有形・無形固定資産の売却による収入  8,325

貸付金の貸付による支出 △6,931

貸付金の返済による収入  31,711

投資活動によるキャッシュ・フロー △821,013
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前年同四半期

（平成20年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

自己株式の取得による支出 △411

配当金の支払額 △286,296

財務活動によるキャッシュ・フロー △286,708

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  1,560

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減
少）  718,125

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  5,662,819

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  6,380,945
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

  

（３）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
製品製造事業 
（千円） 

工事事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高  17,670,241  4,016,195  21,686,437  －  21,686,437

営業費用  16,546,348  3,853,953  20,400,301  750,063  21,150,365

営業利益  1,123,893  162,242  1,286,135  (750,063)  536,071

〔所在地別セグメント情報〕 

  
日本 

（千円） 
欧州

（千円） 
北米

（千円）  
アジア
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                          

(1)外部顧客に対する売

上高  
 17,462,097  1,712,862  2,042,794  468,681  21,686,437  －  21,686,437

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高  
 3,210,852  －  22,705  4,477,812  7,711,371  (7,711,371)  －

計   20,672,950  1,712,862  2,065,500  4,946,494  29,397,808  (7,711,371)  21,686,437

営業費用  19,546,553  1,667,356  2,097,059  4,821,255  28,132,224  (6,981,858)  21,150,365

営業利益又は営業損失

（△）  
 1,126,397  45,506  △31,559  125,239  1,265,583  (729,512)  536,071

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

  

  欧州 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  1,712,862  2,042,794  621,705  103,905  4,481,268

Ⅱ 連結売上高（千円）        21,686,437

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 7.9  9.4  2.9  0.5  20.7
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